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新
し
く
校
長
を
拝
命
し
た
石
川
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

桜
満
開
の
春
、
新
入
生
を
迎
え
、
新

し
い
出
会
い
と
新
た
な
気
持
ち
で
「
た

っ
ぷ
く
」
は
ス
タ
ー
ト
。
令
和
元
年
度
、

学
生
三
十
八
人
、
国
も
出
身
地
も
年
齢

も
性
別
も
違
い
ま
す
。
し
か
し
、全
員
が
、

介
護
の
専
門
家
・
介
護
福
祉
士
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
、
授
業
に
実
習
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
教
職
員
は
、

『「
た
っ
ぷ
く
」
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
。

「
た
っ
ぷ
く
」で
学
ん
で
よ
か
っ
た
。』と
、

学
生
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
、

全
力
で
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
た
っ
ぷ
く
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表

紙
に
、「
こ
こ
で
し
か
学
べ
な
い
福
祉
が

あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
他
校
の

介
護
福
祉
学
科
に
な
い
も
の
、
そ
れ
は

「
福
祉
文
化
活
動
」
と
「
田
原
学
」
の
授

業
が
あ
る
こ
と
で
す
。
開
校
当
時
の
先

輩
方
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
・
・
・

今
も
な
お
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

人
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。
時
代
が
変
わ
る
中
、
変
わ
ら
な

い
も
の
の
意
味
の
大
き
さ
に
も
目
を
向

け
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

九
月
十
四･

十
五
日
の
「
田
原
祭
り
」。

神
輿「
あ
ん
ど
ん
」に
書
か
れ
た
文
字
は
、

「
和
」「
衷
」「
協
」「
同
」
和
柄
を
意
識

し
た
デ
ザ
イ
ン
に
「
和
衷
協
同
」
の
こ

と
ば
。
な
ん
と
読
む
の
だ
ろ
う
と
調
べ

ま
し
た
。「
心
を
同
じ
く
し
て
共
に
力
を

合
わ
せ
、
仕
事
や
作
業
に
当
た
る
こ
と
」。

そ
の
こ
と
ば
通
り
に
、
揃
い
の
法
被
「
田

福
組
」
に
袖
を
通
し
、
学
生
・
卒
業
生
・

教
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
神
輿
を
担

ぐ
姿
、
地
元
の
方
々
の
中
に
入
り
、
か

ら
く
り
人
形
を
載
せ
た
新
町
・
本
町
・

萱
町
の
昼
山
車
を
引
く
姿
、
巴
江
神
社

で
格
好
よ
く
踊
る
姿
、
ま
さ
に
、
学
生

た
ち
が
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
「
田

原
学
」
で
す
。

神
輿
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
日

の
運
行
ま
で
巴
江
の
方
々
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
応
援
は
大
き
な

力
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
の
笑
顔
と
若
さ
あ
ふ
れ
る
パ
ワ

ー
に
圧
倒
さ
れ
、
卒
業
後
は
、
立
派
な

介
護
福
祉
士
と
な
っ
て
活
躍
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
ま
し
た
。
地
域
の
宝
と
し

て
、
二
年
間
の
学
校
生
活
の
中
で
、
福

祉
へ
の
、
熱
い
思
い
を
胸
に
、
専
門
の

勉
強
に
取
り
組
み
、「
明
る
く
」「
あ
わ

て
ず
」「
あ
き
ら
め
ず
」
精
進
し
、
目
標

を
達
成
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

明
る
く
・
あ
わ
て
ず
・
あ
き
ら
め
ず

校
　
長石

川
祐
子
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同窓会総会はたっぷく祭と同時開催

　平成30年度に行った規約改正により、令和元年
度から、同窓会総会はたっぷく祭と同時開催するこ
とになりました。会員同士の交流を図っていただける
良い機会となるよう、より多くの会員の皆さんのご参
加をお待ちしています。
　開催日は学校ホームページや
「メール配信システム」でご案内
します。

学校運営の民営化に向けた検討

　平成８年に公立校として開校した田原福祉専門
学校は、近年では定員割れの状況が続き、外国人
留学生が増加するなど、開校当時とは異なった状況
となっています。
　介護人材を養成する学校として存続させ、持続
的な学校運営を目指し、令和３年４月を移行目標時
期とし、社会福祉法人福寿園を相手方として民営化
に向けた検討を進めています。

● 
入

学

式 

●

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
（
火
）

今
年
度
の
新
入
生
は
十
九
人
、
う
ち
外

国
人
留
学
生
は
十
人
で
す
。

● 

花

見 

●

平
成
三
十
一
年
四
月
四
日
（
木
）

全
学
生
・
全
教
職
員
で
昼
食
を
と
り
な

が
ら
本
校
の
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

● 

こ
い
の
ぼ
り
見
学 

●

平
成
三
十
一
年
四
月
九
日
（
火
）

一
年
生
が
桜
の
花
が
満
開
な
清
谷
川
沿

い
に
こ
い
の
ぼ
り
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。

● 

田
原
凧
ま
つ
り 

●

令
和
元
年
五
月
二
十
五
日
（
土
）

利
用
者
さ
ん
と
小
凧
づ
く
り
・
小
凧
揚

げ
を
し
た
後
、学
生
全
員
で
「
た
っ
ぷ
く
」

大
凧
を
揚
げ
ま
し
た
。

学
校
だ
よ
り
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● 
新
入
生
歓
迎
会 

●

令
和
元
年
五
月
十
五
日
（
水
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な

ど
で
新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

● 

上
級
救
命
講
習
授
業 

●

令
和
元
年
五
月
十
三
日
（
月
）

二
年
生
が
上
級
救
命
講
習
を
受
け
ま
し

た
。

● 

車
い
す
体
験
授
業 

●

令
和
元
年
六
月
十
八
日
（
火
）

一
年
生
が
車
い
す
を
体
験
し
ま
し
た
。

● 

田
原
祭
り 

●

令
和
元
年
九
月
十
四
日
（
土
）

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
和
衷
協
同
」。
地

域
の
方
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
学
生
全
員

で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

携帯電話（または自宅パソコン）のアドレス登録のお願い
学校行事・同窓会行事等につきまして田原福祉専門学校メール配信システムでご案内いたしますので、
皆さまのメールアドレスを下記の方法で登録していただきますようお願いいたします。
卒業期別毎に登録できますので、同期会の開催通知を配信する場合など、ご連絡いただければ協力さ
せていただきます。皆さん登録のうえ、是非ご活用ください。
【田原福祉専門学校メール配信システム登録方法】
①次のアドレスに空メールを送ります。（ＱＲコードから読み取りができます）
　・宛先：tahara.tchs@fofa.jp　・件名：（記述なし）・本文：（記述なし）
②登録案内メールが届きます。（案内に従って操作してください）
③完了メールが届きます。
※②の登録案内メールが届かない場合は、「fofa.jp」を受信許可ドメインに設定して下さい。



令和元年 10 月 1 日発行（№ 23） （4）

● 
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

●

令
和
元
年
六
月
十
五
日
（
土
）
ほ
か

学
校
説
明
や
授
業
体
験
、
在
校
生
と
の

交
流
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

● 

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ 

●

令
和
元
年
七
月
二
十
六
日
（
金
）
ほ
か

「
介
護
を
学
び
。
介
護
を
楽
し
む
」
を

テ
ー
マ
に
全
五
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

● 

公
開
講
座 

●

令
和
元
年
七
月
二
十
日
（
土
）

「
心
の
目
で
見
え
て
き
た
こ
と
～
視
覚

障
害
を
自
分
ら
し
さ
に
～
」を
テ
ー
マ
に
、

視
覚
障
害
者
団
体
さ
く
ら
ん
ぼ
代
表
柳
田

知
可
さ
ん
ほ
か
に
よ
る
お
話
と
演
奏
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

● 

退
任
・
転
出
職
員 

●

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

▪
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付

○
校
長	

土
平
　
俊
子

○
教
務
主
任	

石
田
　
房
枝

○
事
務
長
補
佐
兼
学
生
係
長

	

大
武
　
道
子

○
非
常
勤
講
師

　
（
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
）

	

市
古
　
敬
子

　
（
家
政
学
）	

小
野
田
　
雅
子

　
（
認
知
症
の
理
解
Ⅰ
ほ
か
）

	

小
澤
　
　
湛

　
（
田
原
学
）	

鈴
木
　
利
昌

　
（
家
政
学
実
習
助
手
）

	

鈴
木
　
和
子

　
（
生
活
支
援
技
術
Ｂ
実
習
助
手
）

	

伊
奈
　
見
和
子

● 

新
任
職
員
紹
介 

●

　
　
　
　
　
　
　

 

学
生
係
長

柴
田
典
子

今
年
四
月
の
人
事
異
動
で
、
田
原
福
祉

専
門
学
校
に
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
在
校
生
や
卒
業
生
か
ら
元
気
を

も
ら
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。


